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ふ

る

さ

と

一
之
宮
の
災
害
に
つ
い
て

今
年
も
大
雨
に
よ
る
災
害
が
お
き
ま
し
た
。
砂

防
ダ
ム
の
建
設
や
河
川
の
堤
防
工
事
に
よ
っ
て
大

き
な
災
害
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
広

島
市
の
よ
う
に
予
想
外
の
災
害
に
見
舞
わ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
油
断
は
で
き
ま
せ
ん
。
過
去

に
学
び
な
が
ら
用
心
を
し
た
い
も
の
で
す
。

宮
川
防
災
ダ
ム
が
昭
和
47
年
、
ア
ラ
ラ
ギ
湖
の

防
災
ダ
ム
が
昭
和
50
年
に
完
成
し
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
は
、
「
鉄
砲
水
」
と
よ
ば
れ
る
大
水

が
で
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
大
雨
に
よ
っ
て
倒

木
が
堰
を
つ
く
り
、
そ
れ
が
一
機
に
流
れ
出
て
被

害
を
及
ぼ
す
よ
う
で
す
。
実
際
、
50
年
程
前
に
は
、

そ
れ
に
よ
っ
て
、
橋
を
渡
っ
て
い
た
人
が
流
さ
れ

て
亡
く
な
り
ま
し
た
。

最
近
は
建
物
も
頑
丈
に
な
っ
て
き
て
、
台
風
の

風
に
よ
る
被
害
は
少
な
く
な
っ
た
気
が
し
ま
す
。

し
か
し
、
私
が
子
ど
も
の
頃
は
、
家
も
古
く
、
ク

レ
葺
き
や
ト
タ
ン
拭
き
だ
っ
た
せ
い
か
、
台
風
が

来
る
と
い
う
と
ロ
ー
プ
を
か
け
た
り
、
板
を
打
ち

付
け
た
り
備
え
も
大
変
で
し
た
。
昔
は
風
に
対
し

て
も
怖
か
っ
た
も
の
で
し
た
。

ま
た
、
堤
防
が
崩
れ
て
氾
濫
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
特
に
昭
和
34
年
の
伊
勢
湾
台
風
の
時
は
、

一
之
宮
町
で
も
堤
防
が
決
壊
し
宮
川
が
氾
濫
た
り
、

橋
が
流
さ
れ
た
り
し
ま
し
た
。
台
風
は
西
側
を
通

る
と
き
風
に
よ
る
被
害
が
多
く
な
る
と
い
わ
れ
ま

す
が
、
最
近
は
幸
運
に
も
台
風
の
通
り
道
に
も
恵

ま
れ
て
い
る
か
ら
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

過
去
の
災
害
で
は
、
平
成
16
年
、
今
年
の
よ
う

に
の
谷
川
か
ら
の
土
砂
流
出
が
多
く
の
被
害
を
も

た
ら
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
水
無
神
社
裏
側
も
亀

裂
が
見
つ
か
っ
て
大
き
な
補
修
工
事
が
な
さ
れ
ま

し
た
。
予
想
外
の
と
こ
ろ
で
い
ろ
ん
な
災
害
が
お

こ
る
も
の
で
す
。

大
雨
や
台
風
ば
か
り
で
な
く
、
昭
和
56
年
豪
雪

も
大
災
害
で
し
た
。
何
日
も
雪
が
降
り
積
も
り
、

屋
根
の
雪
下
ろ
し
や
除
雪
に
明
け
暮
れ
る
正
月
で

し
た
。

地
震
で
は
、
阪
神
や
東
北
大
震
災
で
も
、
飛
騨

地
方
で
は
被
害
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
阿
寺
断

層
が
下
呂
か
ら
ツ
メ
タ
谷
の
方
ま
で
延
び
て
お
り
、

東
南
海
地
震
へ
の
警
戒
が
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く
る
。
」
を
肝

に
銘
じ
な
が
ら
、
時
に
は
身
の
回
り
の
自
然
や
環

境
の
あ
り
様
に
気
を
配
っ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

２5 20 １3 １１ 5 2 日

土 月 月 土 日 木 曜

そ
ば
づ
く
り
体
験
講
座

（
女
性
委
員
会
）

町
内
会
長
会

わ
が
町
の
文
化
遺
産
巡
り

サ
タ
デ
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で
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■
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月
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公
民
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休
日

14
日
（
火
）
27
日
（
月
）

■
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の
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世帯数 ８２０戸

年齢 男性 女性 合計

０～

14歳
196 164 360

15～

64歳
734 746 1,480

65歳

以上
314 453 767

合計 1,244 1,363 2,607

一之宮町の人口情勢

9月1日現在

■わが町の文化遺産巡り
まち協文教委員会では、第

４回となる「わが町の文化遺

産巡り」を開催します。今年は

わが町の宝物を探して歩きま

す。たくさんのみなさんの参加をお待ちしています。

・日時：10月13日（月 体育の日）午前９時～11時40分

・集合場所：一之宮支所 午前８時30分～９時受付

・コース：位山文化交流館→山腰曠宅→ゆうあいひろば→新家権九

郎宅

事前申込みは不要です。（小学生以下は大人同伴）

夫婦・子ども連れで参加の方にはプレゼントを準備しています。

解散後希望者を募って「中仁」で昼食を予定しています。

なお、小雨決行します。

■スポーツ・健康フェスティバル
秋の半日、軽スポーツ・ウォーキングを楽しみませんか！ まち協

健康福祉部ではスポーツ健康フェスティバルを開催します。

・日時：10月５日（日）午前９時～11時30分

・会場：宮小グラウンド 午前８時40分～９時受付

・種目：グラウンドゴルフ、さわやかウォーキング

各種賞品、参加賞を準備しています。

雨天の場合は中止です。

■一之宮町文化祭
まち協一之宮町文化祭実行委員会では今年度の文化祭を次の

通り開催します。

町民の方の作品を募集しますので、たくさんのご応募をお願いし

ます。また芸能発表会もありますので、同好の志を集めるなどぜひ

参加してください。詳細は今月１日折込みのチラシをご覧ください。

○芸能発表

・日時：11月3日（月・文化の日）午前９時～１２時３０分

・会場：一之宮公民館ホール

○作品展

・日時：11月１日（土）～３日（月・文化の日）午前９時～午後６時

（ただし３日は午後４時まで）

・会場：飛騨位山文化交流館

なお、お茶席が１１月３日午前１０時～午後２時まで公民館茶室

で開かれます。

■水無橋工事による片側通行のお知らせ
高山国道事務所では老朽化した水無橋を架けかえるための迂回

路用桟橋を作るため、片側交互通行を行います。

・期間：10月１日～10月31日

・場所：コンビニストア「ローソン」上手の国道41号線

■クマ出没に注意
最近、ツキノワグマの出没情報が多く寄せられています。

ツキノワグマの餌の多くは植物質で、食べる目的で人間を襲うこと

はありません。ツキノワグマが人を攻撃してしまうのは、突然人と出

会って驚いた場合や、母グマが子グマを守るために行う威嚇の結

果である場合がほとんどです。

野山に入る際は鈴やラジオなどを携行し、ツキノワグマに人の存

在を知らせましょう。

朝
、
晩
は
少
し
肌
寒
く
な
り
、
少
し
ず
つ

秋
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
読
書
の
秋
」
で
す
。
よ
く
本
を
読
む
人
は

も
ち
ろ
ん
、
普
段
あ
ま
り
読
書
し
な
い
人
も

こ
の
機
会
に
図
書
館
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

★
今
月
の
特
集

「
上
半
期
ベ
ス
ト
リ
ー
ダ
ー
」

今
年
１
月
〜
６

月
ま
で
に
貸
し
出

し
の
多
か
っ
た
資

料
を
紹
介
し
ま
す
。

話
題
の
一
冊
を

こ
の
機
会
に
読
ん

で
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

★
お
知
ら
せ

・
他
の
分
館
か
ら
の
配
送
資
料
３
０
０
点
が

入
り
ま
す
（
中
旬
予
定
）

★
お
は
な
し
会
の
ご
案
内

10
月
18
日(

土)

午
前
10
時
30
分
よ
り

絵
本
や
紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ
の
あ
と
、

簡
単
な
折
り
紙
を
作
り
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

図
書
館
だ
よ
り

■
編
集
後
記

稲
の
刈
り
取
り
の
時
期
を
迎
え
、
皆
さ

ん
忙
し
い
日
々
を
お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ

ま
す
。
何
か
忙
し
さ
に
終
わ
れ
何
か
忘
れ

物
を
し
て
い
る
気
が
す
る
と
き
が
あ
り
ま

す
。
秋
の
夜
長
に
は
読
書
で
も
し
な
が
ら

の
ん
び
り
、
コ
オ
ロ
ギ
の
泣
き
声
を
聞
き
、

月
夜
を
み
て
楽
し
み
た
い
と
思
い
な
が
ら
、

９
月
も
す
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん

は
如
何
で
し
ょ
う
か
？

山
下
上

山
腰

進

水無神社の裏側で行われた補修工事

一
之
宮
町
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
は
先
月
９
、

10
日
の
２
日
間
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
ま
ち
協
）

設
立
記
念
事
業
と
し
て
千
代
田
区
環
境
エ
コ
ツ
ア
ー

を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
高
山
市
と
千
代
田
区
が
森
林
整
備
協

定
を
結
ん
で
共
同
で
温
暖
化
対
策
推
進
に
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
交
流
の
幅
を
さ
ら
に
広
げ

よ
う
と
開
催
さ
れ
た
飛
騨
高
山
フ
ェ
ア
に
合
わ
せ

て
行
っ
た
も
の
で
す
。

フ
ェ
ア
の
開
か
れ
た
千
代
田
区
内
幸
町
に
あ
る

飯
野
ビ
ル
正
面
で
は

宮
笠
の
製
作
実
演
コ
ー

ナ
ー
が
設
け
ら
れ
て

問
坂
義
一
さ
ん
が
実

演
、
ま
た
向
か
い
の

日
比
谷
図
書
文
化
館

で
は
臥
龍
桜
日
本
画

大
賞
展
も
開
催
さ
れ
、

一
之
宮
に
関
係
し
た

内
容
が
組
ま
れ
る
中

で
の
ツ
ア
ー
で
し
た
。

ツ
ア
ー
に
参
加
し

た
の
は
事
前
の
参
加

募
集
に
応
募
し
た
29

人
の
一
之
宮
町
の
み

な
さ
ん
で
、
田
邊
重

敏
ま
ち
協
会
長
な
ど

ま
ち
協
役
員
数
人
も

参
加
し
ま
し
た
。

ツ
ア
ー
初
日
、
参

加
者
は
飯
野
ビ
ル
で

定
期
的
に
開
催
さ
れ

る
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
コ

ン
サ
ー
ト
に
足
を
運

び
、
飛
騨
春
慶
塗
製

バ
イ
オ
リ
ン
な
ど
の

弦
楽
器
の
音
色
に
耳

を
傾
け
ま
し
た
。
ま

た
飯
野
ビ
ル
に
隣
接

す
る
イ
イ
ノ
の
森
で

は
、
臥
龍
桜
と
荘
川

桜
が
植
樹
さ
れ
て
い

る
様
子
を
見
ま
し
た
。

翌
日
は
国
会
議
事
堂
や
日
本
銀
行
を
見
学
、
ま
た
靖
国

神
社
の
参
拝
を
し
ま
し
た
が
、
東
京
は
前
日
夜
か
ら
大
雨

と
な
り
、
参
加
者
は
川
の
よ
う
に
水
が
流
れ
る
道
を
ず
ぶ

濡
れ
に
な
り
な
が
ら
歩
く
と
い
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
に
も
見
舞

わ
れ
ま
し
た
。

今
年
初
め
て
開
か
れ
た
飛
騨
高
山
フ
ェ
ア
は
、
宮
笠
、

臥
龍
桜
植
樹
、
そ
れ
に
臥
龍
桜
日
本
画
大
賞
展
と
、
一
之

宮
に
関
連
し
た
内
容
が
多
く
組
ま
れ
、
そ
の
た
め
、
当
町

か
ら
も
多
く
の
ス
タ
ッ
フ
が
参
加
し
ま
し
た
。

フ
ェ
ア
実
行
委
員
会
で
は
谷
口
誉
憲
さ
ん
が
副
委
員
長

を
務
め
た
ほ
か
、
臥
龍
桜
日
本
画
大
賞
展
実
行
委
員
会
で

は
寺
田
眞
晴
さ
ん
が
実
行
委
員
長
を
務
め
、
一
之
宮
町
か

ら
は
全
部
で
10
人
が
現
地
で
準
備
作
業
な
ど
に
あ
た
り
ま

し
た
。

宮
笠
製
作
実
演
や

飛
騨
高
山
特
産
品
販

売
、
臥
龍
桜
日
本
画

大
賞
展
と
も
好
評
で
、

「
飛
騨
に
一
之
宮
あ

り
」
の
Ｐ
Ｒ
効
果
に

貢
献
し
ま
し
た
。

関
係
者
の
み
な
さ

ん
、
ツ
ア
ー
参
加
の

み
な
さ
ん
、
ど
う
も

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

まち協設立記念ツアーを実施

29
人
が
千
代
田
区
の
飯
野
ビ
ル
な
ど
視
察

日比谷図書文化館では４０点を展示

コンサートに耳を傾けるツアーの一行

現
地
で
は
宮
笠
実
演
や
臥
龍
桜
日
本
画
大
賞
展

飯野ビルの前で実演する問坂さん

コンサートでは飛騨春慶塗弦楽器を使用



一
之
宮
町
敬
老
会
が
９
月
12
日
に

一
之
宮
町
公
民
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
対
象
と
な

る
75
歳
以
上
の
高
齢
者
は

昨
年
よ
り
３
人
減
っ
て
３

９
５
人
で
、
う
ち
敬
老
会

に
は
１
４
７
人
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
敬
老
会
の
内
容
は
、
昨
年

度
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
や
こ
れ
ま
で
の

課
題
を
敬
老
会
実
行
委
員
会
で
検
討
し
、

参
加
者
の
負
担
に
考
慮
し
て
、
芸
能
発

表
を
や
め
て
開
始
時
間
を
遅
く
す
る
な

ど
全
体
の
時
間
を
短
縮
し
、
祝
賀
会
と

祝
宴
の
２
部
構
成
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
前
11
時
か
ら
始
ま
っ
た
祝
賀
会
で

は
出
席
者
の
う
ち
男
女
各
最
高
齢
の
中

畑
一
郎
さ
ん
と
田
中
サ
キ
さ
ん
に
宮
保

育
園
の
年
長
園
児
２
人
か
ら
花
束
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
子
ど
も
達
か
ら
の

お
祝
い
ス
テ
ー
ジ
と
し
て
保
育
園
年
長

児
の
遊
技
、
宮
小
６
年
生
の
踊
り
、
宮

中
２
年
生
の
合
唱
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

２
部
の
祝
賀
会
は
武
川
尚
一
之
宮
支

所
長
の
乾
杯
に
始
ま
り
、
千
翠
あ
や
め

さ
ん
の
舞
踊
や
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ
の
飛

び
入
り
な
ど
が
加
わ
る
中
、
懐
か
し
げ

に
談
笑
す
る
姿
が
見
ら
れ
、
会
場
は
な

ご
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し

た
。今

年
度
の
敬
老
会
は
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
役
員
や
各
長
寿
会
長
ら
で
構
成
す

る
実
行
委
員
会
が
企
画
し
、
班
長
が
出

欠
を
と
り
町

内
会
長
が
ス

タ
ッ
フ
に
加

わ
る
な
ど
、

一
之
宮
町
全

体
と
し
て
取

り
組
ま
れ
ま

し
た
。

一
之
宮
ま
ち
協
だ
よ
り

一之宮町

まちづくり協議会

広報委員会

第５号

平成26年10月1日

高山市一之宮町3087

電話 53-2424

平成２６年１０月１日（水）第５号

１ ４

９月６日(土)、宮小学校グラウンドにて宮小学校児童１

３８名・宮中学校８７名計２２５名の在校生全員が一堂に

会し、宮小中合同運動会が行われました。

前日には雨が降り、去年のように雨の中のどろんこ運動

会になるのではないかと心配されましたが、児童生徒の熱

気が天に通じて爽やかな秋空の元、ご来賓、家族の方々な

ど町民の皆様の前で、児童生徒の溌剌とした競技や演技が

赤団と白団に分かれて次々と続きました。

応援合戦では、それぞれの団の小中団長の元、全員一丸

となり見事な姿を披露して、観客からの大きな喝采が宮盆

地に響き渡りました。また宮四季音頭の演技では、去年宮

中学校を卒業した高校生をはじめ観客も一緒に児童生徒と

楽しく踊りました。

宮小中での合同運動会は宮村当時から続き、一時期別々

開催したこともありましたが、再合同してからの開催は今

年で６年目になります。

来賓で参加していただいた高山市教育委員会の中村教育

長によると、高山市での小中合同運動会の開催は、宮小中

学校のほかに荘川小中学校のみとのことです。

小学校1年生から中学校３年生が一緒になって、競技・

演技に一生懸命取り組む姿に心を打たれました。

（広報委員：伊藤）

園児からお祝いの花束を受け取る中畑一郎さんと田中サキさん

全
国
大
正
琴
子
ど
も
コ
ン
ク
ー
ル
が

８
月
23
日
に
名
古
屋
市
の
「
ウ
ィ
ル
あ

い
ち
」
で
開
か
れ
、
一
之
宮
町
か
ら
平

均
年
齢
12
歳
以
下
の
Ｃ
部
門
に
低
学
年

の
部
と
高
学
年
の
部
が
出
場
し
ま
し
た
。

出
場
し
た
の
は
サ
タ
デ
ィ
サ
ー
ク
ル

と
宮
小
ふ
れ
あ
い
タ
イ
ム
で
学
ん
で
い

る
小
学
生
に
、
中
学
生
と
高
校
生
を
各

１
人
加
え
た
16
人
の
み
な
さ
ん
。
事
前

の
ビ
デ
オ
審
査
を
通
過
し
て
全
国
大
会

に
進
み
ま
し
た
。

低
学
年
の
部
で
は
「
大
き
な
古
時
計
」

を
演
奏
し
て
努
力
賞
に
、
高
学
年
の
部

で
は
「
栄
光
の
架
橋
」
を
演
奏
し
て
奨

励
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

こ
の
５
月
か
ら
始
め
た
子
も
い
て
、

会
場
で
は
全
国
大
会
の
雰
囲
気
に
圧
倒

さ
れ
た
も
の
の
、
本
番
で
は
練
習
の
成

果
を
出
す
こ
と
が
で
き
、
賞
に
つ
な
が

り
ま
し
た
。

一
之
宮
町
体
育
大
会
が
８
月
31
日
に

宮
小
中
体
育
館
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
６

会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
は
野
球
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
９
競
技
に
４
５

１
人
が
参
加
し
、
町
内
対
抗
の
形
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

■
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
：
優
勝
＝
山
下
、

準
優
勝
＝
中
央
、
３
位
＝
一
之
宮
、
本

通

■
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
：
優
勝
＝

中
央
、
準
優
勝
＝
東
、
３
位
＝
位
山
、

一
之
宮

■
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
：
優
勝
＝

山
下
、
準
優
勝
＝
一
之
宮

■
男
子
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
：
優
勝
＝
本
通
、
準
優
勝

＝
東
、
３
位
＝
一
之
宮

■
女
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
：
優
勝
＝
山
下
、
準
優
勝
＝
中

央
、
３
位
＝
本
通

■
卓
球
：
優
勝
＝

東
、
準
優
勝
＝
本
通
、
３
位
＝
山
下

■
野
球
：
優
勝
＝
一
之
宮
、
準
優
勝
＝

位
山
、
３
位
＝
中
央
、
山
下

■
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
：
優
勝
＝
山
下
、
準
優

勝
＝
東
、
３
位
＝
一
之
宮

（
以
上
３
位
ま
で
）

女
性
委
員
会
一
之
宮
地
区
で
は
自
主

活
動
と
し
て
、
一
之
宮
下
公
民
館
を
会

場
に
９
月
20
日
、
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
を

楽
し
み
ま
し
た
。
講
師
は
ヘ
ル
ス
ス
ト

レ
ッ
チ
で
お
な
じ
み
の
早
川
千
枝
子
さ

ん
で
、
11
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

モ
ー
ニ
ン
グ
ス
ト
レ
ッ
チ
で
ま
ず
は

身
体
を
ほ
ぐ
し
、
次
は
脚
を
元
気
に
す

る
体
操
、
そ
し
て
、
腕
や
手
の
体
操
。

さ
ら
に
、
頭
の
体
操
に
も
な
る
ゲ
ー
ム

感
覚
の
体
操
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
メ

ニ
ュ
ー
に
、
悲
鳴
を
上
げ
た
り
、
笑
っ

た
り
、
癒
さ
れ
た
り
の
あ
っ
と
い
う
ま

の
１
時
間
で
し
た
。

身
体
も
温
ま
り
、
飲
み
物
と
お
菓
子

で
し
ば
し
歓
談
。
「
毎
日
で
き
る
と
い

い
な
ぁ
」
「
子
ど
も
と
で
き
る
体
操
も

あ
っ
た
で
、
家
で
も
で
き
る
な
ぁ
」

「
体
が
楽
に
な
っ
た
な
ぁ
」
「
そ
や
け

ど
、
２
、
３
日
し
た
ら
筋
肉
痛
か
も
」

な
ど
、
楽
し
い
会
話
が
聞
こ
え
て
い
ま

し
た
。

朝
日
中
学
校
・
宮
中
学
校
合
同
吹
奏

楽
部
の
発
表
会
「
美
音
祭
」
が
９
月
21

日
、
朝
日
町
の
燦
燦
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

美
音
祭
で
は
今
年
の
吹
奏
楽
の
県
大

会
で
「
銀
賞
」
に
輝
い
た
曲
を
は
じ
め

楽
し
い
曲
を
、
会
場
に
詰
め
か
け
た
家

族
や
先
生
、
先
輩
、
同
級
生
な
ど
の
前

で
堂
々
と
披
露
し
ま
し
た
。

両
校
の
吹
奏
楽
部
育
成
会
の
保
護
者

の
ハ
ン
ド
ベ
ル
や
ボ
デ
ィ
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
の
演
技
も
あ
り
、
３
年
生
に
と
っ

て
は
最
後
の
楽
し
い
発
表
会
と
な
り
ま

し
た
。

宮
保
育
園
の
運
動
会
が
９
月
27
日
に

開
催
さ
れ
、
秋
晴
れ
の
下
、
園
児
た
ち

は
家
族
や
地
域
の
人
た
ち
の
声
援
を
受

け
て
精
一
杯
体
を
動
か
し
て
い
ま
し
た
。

運
動
会
は
全
園
児
に
よ
る
「
元
気
た

い
そ
う
」
か
ら
始
ま
り
、
先
生
も
参
加

の
綱
引
き
や
祖
父
母
に
よ
る
玉
入
れ
、

保
護
者
リ
レ
ー
、
親
子
に
よ
る
演
技
な

ど
、
保
育
園
な
ら
で
は
の
多
彩
さ
で
園

庭
は
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

高
山
市
総
合
防
災
訓
練
が
９
月
28
日
、

緊
急
地
震
速
報
が
発
令
と
い
う
設
定
の

も
と
、
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
（
ど
こ

に
い
て
も
、
低
く
、
頭
を
守
り
、
動
か

な
い
）
を
皮
切
り
に
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
消
防
団
が
招
集
さ
れ
、
避

難
勧
告
が
宮
川
、
宮
下
班
に
出
さ
れ
た

と
い
う
設
定
で
、
地
区
の
人
た
ち
が
参

加
し
、
一
之
宮
町
内
会
長
か
ら
は
屋
外

行
政
無
線
を
使
っ
て
全
町
民
に
避
難
の

呼
び
か
け
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
一
之
宮
支
所
駐
車
場
を

中
心
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
心
肺
蘇
生
訓
練
や
災
害

弱
者
支
援
訓
練
、
Ｄ
Ｉ
Ｇ
災
害
想
定
図

上
訓
練
、
初
期
消
火
訓
練
が
行
わ
れ
、

中
学
校
で
は
中
学
生
も
参
加
し
て
炊
き

出
し
訓
練
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
３
時
間

余
り
の
中
、
い
く
つ
も
の
訓
練
が
非
常

時
を
想
定
し
て
テ
キ
パ
キ
と
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
。

閉
会
式
終
了
後
、
炊
き
出
し
と
し
て
、

非
常
食
の
試
食
が
行
わ
れ
、
珍
し
さ
と

空
腹
の
せ
い
か
、
参
加
者
は
お
い
し
そ

う
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。

大
正
琴
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
場

サ
タ
デ
ィ
な
ど
で
学
ぶ
小
学
生
ら

一
之
宮
町
体
育
大
会
開
催

９
競
技
に
４
５
１
人
参
加

ス
ト
レ
ッ
チ
と
お
菓
子
で
談
笑

女
性
委
自
主
活
動
一
之
宮
で

宮
・朝
中
合
同
の
「美
音
祭
」

県
大
会
「銀
賞
」曲
も
披
露

運動会

高
山
市
総
合
防
災
訓
練

宮
川
・
宮
下
班
が
参
加

「栄光の架橋」を演奏する高学年の部

演奏を披露する宮朝合同吹奏楽部

AEDを使った訓練をする参加者

楽しそうにストレッチを行う参加者

宮
保
育
園
で
運
動
会

多
彩
な
内
容
に
歓
声
響
く元気いっぱいに競技する園児


